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小さな掛金で大きな安心！

兵庫県が提供する「住まい再建のしくみ」
～兵庫県住宅再建共済制度～

区分　　　 年額負担金　　　　　　被害認定　　　　　　　最高給付金
住宅再建共済　　 5,000円　　  　　  半壊以上　　　　　　　 600万円
一部損壊特約　　  500円　一部損壊（損害割合10%以上）　　　　　25万円
家財再建共済　　 1,500円　　 半壊以上又は床上浸水　　　　　 50万円

助成金情報 締切り　平成27年6月30日（火）（期間延長）
●問●申大阪帝塚山ロータリークラブ
　※問い合わせはメールのみで受付
（osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
URL　http://osaka-tezukayama-rc.cocolog-
　nifty.com/

一般財団法人松翁会
平成27年度社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業に助成します。
対象　原則法人・団体であり、次の基準を満たす
こと①障害者の福祉向上案件、および難病案
件、虐待防止案件であること②明確な企画（目
的、内容、資金使途等）に基づく事業で具体的
な計画を持つこと③推進体制が確立しており、
自己資金の調達の努力をしていることなど
助成額　1件10万円以上60万円以内（総額
700万円以内）

締切り　平成27年7月31日（金）必着
●問●申一般財団法人松翁会
　TEL 03-3201-3225
URL　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_
　shououkai/

第13回高校生福祉文化賞
エッセイコンテスト
「わたしと福祉」をテーマにした高校生のエッ
セイを募集します。
応募資格　高校生
募集分野　①人・家族とのふれあい②わたし
が暮らすまち③日常のなかでつながる世界
④社会のなかの「どうして？」

作品規定　上記の4つの分野から1つを選び、
題名を付け、800字以内のエッセイにまとめる

賞　最優秀賞（各分野から1点ずつ）:賞状・
副賞（奨学金10万円）・記念品、優秀賞（各
分野から2点ずつ）:賞状・副賞（奨学金5万
円）・記念品、審査員特別賞（各分野から1
点ずつ）:賞状・副賞（奨学金3万円）・記念
品、学校賞（優れた作品を多く寄せていた
だいた高等学校）
締切り　平成27年7月31日（金）消印有効
●問●申日本福祉大学
　TEL 052-242-3045
URL　http://www.n-fukushi.ac.jp/50th/
　essay/boshu15/

障がい者の働く場パワーアップフォーラム
（大阪会場）
日時　平成27年7月17日（金）10:00～17:00

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

社会福祉法人清水基金
平成27年度一般助成事業
対象　障害児・者福祉の増進を目的として運
営している民間社会福祉法人の諸事業

助成額　原則1件50万円以上700万円以内（総額
2億4,000万円を予定。助成件数60～70件程度）
※原則申し込み法人が事業費の30％以上を負担

締切り　平成27年6月30日（火）必着
●問●申社会福祉法人清水基金
　TEL 03-3273-3503
URL　http://www1a.biglobe.ne.jp/s-kikin/

公益財団法人みずほ福祉助成財団
平成27年度社会福祉助成金
障害児・者の福祉向上を目的とする先駆的・
開拓的な事業や研究に助成します。
対象　社会福祉法人、特定非営利活動法人等
の非営利法人および任意団体、小規模作業
所等または研究グループ（5人以上で構成）

助成額　事業助成：1件15万円以上120万円以
内、研究助成：120万円以内（総額3,000万円）

締切り　平成27年6月30日（火）消印有効
●問●申公益財団法人みずほ福祉助成財団
　TEL 03-3596-5633
URL　http://homepage3.nifty.com/
　mizuhofukushi/

公益財団法人太陽生命厚生財団
平成27年度事業助成
ボランティアグループ等が在宅高齢者または在
宅障害者等のために、福祉活動や文化活動を行
うために必要な費用または機器、機材、備品等
を整備するための費用に対し、助成します。
対象　地域福祉活動を目的とするボランティア
グループおよびNPO（法人格の有無は不問）
※在宅高齢者等への地域公益事業・生活
支援事業を行う社会福祉法人を含む

助成額　1件10万円以上50万円以内（総額
2,000万円）

締切り　平成27年6月30日（火）必着
●問●申公益財団法人太陽生命厚生財団
　TEL 03-6674-1217
URL　http://www.taiyolife-zaidan.or.jp/

2015年度大阪帝塚山ロータリークラブ
社会奉仕基金助成金
対象　県内で社会奉仕活動を行い、本助成を
平成24年6月以降に受けたことのない団体

助成額　1件上限40万円（合計3団体）　
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行事予定
若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター
社協ワーカー実践研究会議（全６
回）◆県福祉センター
福祉行政機関新任職員研修◆県
社会福祉研修所
近畿児童養護施設研究協議会
◆ホテルクラウンパレス神戸
第１回県内社協事務局長会議
◆県福祉センター
近畿救護施設研究協議会◆舞子ビラ
福祉人材確保・定着力向上研修
◆県福祉センター
ホームヘルプ事業者協議会総会
◆県福祉センター
社会福祉援助基礎研修 Ａコース
（全２コース）◆県社会福祉研修所
コミュニティワーク基礎研修◆県
社会福祉研修所
介護支援専門員更新研修Ｂ・再
研修◆県社会福祉研修所他
会計実務担当者研修 基礎編◆県
社会福祉研修所
近畿老人福祉施設研究協議会
◆ポートピアホテル
相談面接技術研修 初級Ａコース
（全２コース）◆県社会福祉研修所
相談面接技術研修 中級Ａコース
（全３コース）◆関西学院大学
経営協理事会・例会◆県福祉センター
第１回福祉の就職総合フェア ｉｎ 
ＨＹＯＧＯ◆神戸国際展示場３号館
保育リーダーゼミナール（全４回）
◆県社会福祉研修所
前頭側頭型認知症の家族交流会
◆県福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修 基礎
編◆県中央労働センター

会場　大阪国際会議場
参加費　無料　
定員　200人
●問●申公益財団法人ヤマト福祉財団
　TEL 03-3248-0691
URL　http://www.yamato-fukushi.jp/
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研修・イベント

6月1日は
「善意の日」だよ！
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特集
「ストップ･ザ･無縁社会」絆つなげる明日へつながる㉕

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

あなたのまちの社協ナビ

神河町社協
“お互いさま”で支え合う
地域づくりを目指して
広げよう！ 地域の安心拠点

三田市

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

防災活動を通してみんなで進めるまちづくり
～宝塚市長尾地区の取り組み～

福祉職場における人材確保・育成

工場見学から広がる共生のまちづくり
～キッコーマン食品株式会社高砂工場による
社会貢献活動の取り組み～
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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れ
て
い
る
の
が
、計
画
的・継
続
的
な
職

員
育
成
の
た
め
の
研
修
体
系
の
整
備
な

ど
、社
会
福
祉
従
事
者
が
や
り
が
い
を
持

っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の
職
場
研
修

の
仕
組
み
づ
く
り
だ
。

職
場
研
修
の
3
つ
の
形
態

　
で
は
、職
場
研
修
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
か
。一
般
的
に
は
職
場
内
の
勉

強
会
や
外
部
研
修
へ
の
派
遣
な
ど
、職
務

を
離
れ
て
の
研
修
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
27
年
2
月
に
と

り
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、団
塊
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
に
は
、現
状

の
ま
ま
だ
と
約
30
万
人
の
介
護
人
材
が

不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

同
じ
く
厚
生
労
働
省
が
1
月
に
策
定
し

た「
保
育
士
確
保
プ
ラ
ン
」に
よ
る
と
、保

育
の
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る
平
成
29
年

ま
で
に
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、40

万
人
の
受
け
皿
整
備
と
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、障

害
分
野
で
も
利
用
者
の
権
利
擁
護
や
自

立
支
援
に
向
け
た
専
門
性
を
備
え
た
福

祉
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て
は
、「
す

そ
野
を
拡
げ
る
」（
多
様
な
福
祉
人
材
の

参
入
を
図
る
）こ
と
と
、各
社
会
福
祉
法

人・事
業
所
で
の「
道
を
作
る・長
く
歩
み

続
け
る
」（
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
）と
の
両
輪
の
取
り
組
み
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る（
図
表
1
参
照
）。

　
こ
う
し
た
福
祉
人
材
の
質・量
両
面
で

の
確
保
に
向
け
、各
福
祉
職
場
で
求
め
ら

SPECIAL EDITION

■図表1 介護人材確保の具体的な方策

■図表2 研修形態の比較表

■図表3 職場研修のPDCAサイクル

　少子高齢化などを背景として、今後ま
すます多くの福祉人材の確保・定着ととも
に、専門職自身の資質向上が必要となっ
てくる。こうした中、各福祉職場では、職員
を育成するための研修体系の整備や福祉
従事者がやりがいを持って働き続けられ
るための人材育成の仕組みづくりに取り
組んでいる。
　今回の特集では、「福祉職場における人
材育成」をテーマに、その目的や実践事例
に基づく効果的な進め方を紹介する。

　研修所の専任のアドバイザーが直
接職場を訪問し、研修担当者等のパ
ートナーとなって職場研修の実施を
サポートします。アドバイザー派遣に
かかる費用は全て無料です。派遣を
希望される場合は、研修所ホームペ
ージをご参考ください。

問兵庫県社会福祉研修所
　TEL 078-367-3001
E-mail kensyu@hyogo-wel.or.jp

職場研修アドバイザーのご案内

SPECIAL EDITION  特集

職
場
研
修
を

進
め
る
た
め
に

福
祉
人
材
確
保・育
成
を

め
ぐ
る
課
題

参入促進
1.すそ野を拡げる
人材のすそ野の拡大を進め、多様な人材の参入促進を
図る

労働環境・
処遇の改善

資質の向上

2.道を作る
本人の能力や役割分担に応じたキャリアパスを構築する

3.長く歩み続ける
介護の仕事についた者の定着促進を図る

4.山を高くする
専門性の明確化・高度化で、継続的な質の向上を促す

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉕
福祉職場における人材確保・育成

事
例
か
ら
み
え
る
こ
と

　
以
上
の
事
例
か
ら
、福
祉
職
場
に
お
け

る
人
材
育
成
を
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

①
職
員
参
加
で
人
材
育
成
の
仕
組
み
を
つ
く
る

　
事
例
1
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
職
員
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意

識
を
持
ち
寄
り
、協
議
の
中
か
ら
人
材
育

成
方
針
を
作
成
す
る
こ
と
が
、職
場
の
実

態
に
見
合
っ
た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く

り
に
な
る
。

②
職
場
研
修
の
基
盤
を
つ
く
る

　
基
盤
づ
く
り
と
は
、法
人
理
念
に
沿
っ

た
人
材
育
成
方
針
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
系

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、実
行
の
た
め
に
職

場
研
修
を
進
め
る
権
限・役
割
を
担
う
担

当
者
を
選
任
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、事
例
3
の
よ
う
に
新
任
職
員
の

O
J
T
担
当
者
に
向
け
た
研
修
を
行
い
、

担
当
者
を
支
え
る
仕
組
み
を
組
織
全
体

で
つ
く
る
こ
と
や
、管
理
者
等
が
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
し
、担
当
者
を
複
数
配
置
し
て

チ
ー
ム
で
推
進
で
き
る
体
制
を
と
る
な

ど
の
体
制
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
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践
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P
D
C
A
の
基
に
な
る
計
画
に
は
2

種
類
あ
る
。一
つ
は
、人
材
育
成
方
針
に

基
づ
く
中
長
期
プ
ラ
ン
。こ
れ
に
は
、法

人
と
し
て
求
め
る
職
員
像
と
、階
層
や
職

種
ご
と
に
必
要
な
資
質・能
力
を
明
確
に

し
、現
状
の
到
達
点
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
が
、単
年
度
の
研
修
計
画

で
あ
る
。こ
の
計
画
も
、研
修
テ
ー
マ
と

研
修
所
の
職
場
研
修
支
援

の
取
り
組
み

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、研
修
方
法
だ
け
で

な
く
、各
研
修
の
狙
い
や
目
標
が
重
要

に
な
る
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
研
修
を

実
施
す
る
際
は
、目
標
を
明
確
に
し
、計

画
立
案
―
研
修
実
施
―
評
価
―
改
善
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル（
図
表
3
参
照
）を

意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。特
に
、実
施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

活
用
し
て
評
価
し
、次
回
に
向
け
て
改
善

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
研
修
所
で
は
、従
来
か
ら

O
J
T
担
当
者
や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を

対
象
と
し
た
集
合
研
修
を
開
催
し
、職

場
で
の
人
材
育
成
の
必
要
性
や
実
践
方

法
の
普
及
に
努
め
て
き
た
。こ
れ
に
加
え
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
、専
任
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
直
接
職
場
を
訪
問
し
、各
職
場

の
個
別
事
情
に
合
わ
せ
た
職
場
研
修
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る「
職
場
研
修
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、今
回
紹
介
し
た
施
設・事
業

所
の
ほ
か
、独
自
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
人

材
育
成
に
取
り
組
む
施
設・事
業
所
を
取

材
し
、そ
の
実
践
の
経
験
知
を『
事
例
か

ら
学
ぶ
職
場
研
修
の
す
す
め
方
』と
し
て

ま
と
め
、冊
子
を
発
行
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
事
例
か
ら
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
、各
職
場
の
実
情
に
合
わ
せ
た
職
場
研

修
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
豊
岡
市
社
協
は
、職
員
参
加
で
研
修

体
系
づ
く
り
を
含
め
た
人
材
育
成
方
針

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、「
職
員
研
修

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」を
中
心
に
検
討
を

進
め
た
。

　
同
会
議
は「
め
ざ
す
職
員
像
」と
職
場

研
修
の
現
状
分
析
に
基
づ
く
方
向
性
、研

修
体
系
の
た
た
き
台
を
作
成
す
る
役
割

を
担
い
、新
任
職
員
か
ら
中
堅
職
員
、指

導
的
職
員
ま
で
部
局
横
断
で
7
人
の
職

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。会
議
で
は
全
職

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、職
場
に

お
け
る
人
材
育
成
の
現
状
や
め
ざ
す
職

員
像
に
関
連
す
る
設
問
を
設
け
た
。こ
れ

ら
の
調
査
結
果
を
メ
ン
バ
ー
で
分
析
し
人

材
育
成
の
到
達
点
や
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、職
員
像
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
見
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
法
人

理
念・使
命
を
踏
ま
え
、職
員
が
理
解
し

や
す
く
業
務
で
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き

る
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
、議
論
を
重
ね
た
。

　
延
べ
13
回
の
会
議
を
経
て
、最
終
的
に

は
め
ざ
す
職
員
像
と
そ
こ
に
到
達
す
る

た
め
の
職
員
の
姿
勢
を
6
つ
の「
活
動
心

訓
」と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。こ
う
し
た

話
し
合
い
を
重
ね
て
完
成
し
た「
人
材
育

成
基
本
方
針
」に
は
、法
人
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
※
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
新

任
職
員
育
成
の
た
め
の
O
J
T
担
当
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
、具
体
的

な
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
の
議
論
に
は
、

か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。し
か
し
、全

職
員
の
声
を
大
切
に
し
、メ
ン
バ
ー
が
こ

れ
か
ら
の
組
織
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

議
論
す
る
こ
と
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図

り
、検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
自

身
の
研
修
に
対
す
る
価
値
観
を
変
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。議
論
の
過
程
そ
の

も
の
が
組
織
の
中
核
に
な
る
人
材
育
成

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。平
成
27

年
度
か
ら
は
人
材
育
成
基
本
方
針
の
具

体
化
に
向
け
、O
J
T
担
当
者
の
選
任
や

S
D
S
の「
資
格
取
得
経
費
助
成
要
網
」

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

職
員
み
ん
な
で
考
え
る
方
針
づ
く
り

〜
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜

事
例
1

※「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」と
は
、仕
事
の
経
験
歴
を
通

　
じ
、自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
し
て
い
く
道
筋

　
の
こ
と
。

と
が
多
い
が
、そ
れ
ら
を
生
か
す
上
で
も

重
要
と
な
る
の
が
O
J
T
と
い
わ
れ
る

職
務
を
通
じ
て
の
研
修
で
あ
る（
図
表
2

参
照
）。集
合
研
修
に
参
加
し
た
職
員
が

良
い
気
付
き
を
得
た
と
し
て
も
、O
J
T

が
な
け
れ
ば
研
修
で
の
学
び
が
業
務
に

5.標高を定める
限られた人材を有効活用するため、機能分化を進める

生
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

職
場
研
修
の
形
態
と
特
徴
を
理
解
し
た

上
で
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

職
場
研
修
の
効
果
的
な
進
め
方

　
県
内
の
各
法
人・施
設
で
は
、「
人
材
育

成
の
基
本
は
職
場
か
ら
」の
観
点
で
、職

場
の
実
態
や
職
員
の
力
量
に
合
わ
せ
、さ

ま
ざ
ま
な
職
場
研
修
が
実
践
さ
れ
て
い

る
。次
に
、職
場
研
修
を
通
じ
た
効
果
的

な
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、県
内
の

各
法
人・施
設
で
の
職
場
研
修
の
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
す
る
。

出典：社会保障審議会 福祉人材確保専門委員会報告書「2025年に向けた介護
　　 人材の確保」（平成27年2月）

形態・概要研修・制度
ＯＪＴ

（職務を通じて
の研修）

特 長 適した研修内容
職場の上司（先輩）が職務を通じ
て、または職務と関連させながら、
部下（後輩）を指導・育成する研修

日常的な業務の中で、職員の個
性や能力レベルに応じた実践的
できめ細かな指導が可能

実践的なスキル、組織における価
値観や態度等の習得

ＳＤＳ
（自己啓発
援助制度）

職場内外での自主的な自己啓発
活動を認知し、経済的・時間的な
援助や施設の提供などを行うこと

個々の職員の志向や意欲に応じ
て機会を与えることができる。職
員の意欲を高め、育成的な職場
風土づくりに役立つ

資格の取得、学会活動への参加、
対外的な発表活動等

ＯＦＦ-ＪＴ
（職務を離れての

研修）

①職場内の集合研修
職場の中で、業務とは別に設け
て行われる集合研修
②派遣研修
外部で開催される研修に参加す
る形で行われる研修

職場としての明確な目的やテー
マのもと、効率的、集中的に学習
することができる
専門的知識をもつ講師から学べる。
他の施設の受講者とのコミュニケ
ーションを通じて、視野が広がる

業務の基礎となる知識の習得、
知識・情報の伝達、勉強会、事例
研修会等
階層や職種ごとに求められる専
門的知識・技術の習得、専門分野
の最新の動向等

豊岡市社協の人材育成基本方針
〈めざす職員像〉
地域福祉を推進するプロフェッショナルとして、自ら考え、果
敢に挑戦する職員

〈活動心訓〉
1.地域に出向き常に気づきのアンテナを張り、ニーズをキャ
　ッチする
2.社会資源を活用し、ネットワークの力で地域を支える
3.課題解決に向けて積極的に働きかける
4.常に向上心を持ち、福祉のプロとしての能力を高める
5.自覚と誇りを持ち、職員同士が連携して業務を遂行する
6.信頼され開かれた社協づくりをすすめる

　
20
以
上
の
施
設
を
運
営
す
る
み
つ
み

福
祉
会
で
は
、大
規
模
法
人
の
強
み
で

あ
る
法
人
内
の
集
合
研
修
と
外
部
へ
の

派
遣
研
修
の
2
つ
の
O
F
F

－

J
T
を

活
用
し
て
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
。

　
法
人
内
の
研
修
は
、特
に
若
手
職
員
の

育
成
と
定
着
を
め
ざ
し
て
新
規
採
用

時
、採
用
半
年
後
、年
度
末
、2
年
目
、3

年
目
に
実
施
。研
修
で
は
、法
人
理
念
の

理
解
や
対
人
援
助
職
者
と
し
て
の
知
識

と
心
構
え
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
と
と

も
に
、業
務
の
目
標
設
定
や
振
り
返
り
を

丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
加
え
、外

部
研
修
を
利
用
し
、よ
り
専
門
的
な
知

識・技
術
を
学
ぶ
た
め
の
課
題
別・テ
ー

マ
別
の
研
修
へ
も
職
員
を
積
極
的
に
派

遣
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
研
修
受
講
は
場
当
た
り
的

な
も
の
で
は
な
く
、各
施
設
で
の
年
間
の

研
修
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、職
員
個
々
の
研
修
受
講
履
歴

ロ
ー
体
制
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

楽
々
む
ら
で
は
、こ
の
制
度
を
中
堅
職

員
の
意
図
的・計
画
的
な
成
長
の
機
会

と
し
て
位
置
付
け
て「
新
任
職
員
指
導

者
研
修
」を
実
施
。育
成
の
意
義
や
目
標

を
共
有
し
、自
覚
的
に
役
割
が
発
揮
で

き
る
よ
う
な
動
機
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
担
当
者
の
自
覚
が
生
ま
れ

る
と
と
も
に
、育
成・指
導
の
全
て
を
担

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
負
担

感
の
払
拭
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

を
法
人
全
体
で
管
理
し
、必
要
に
応
じ
て

法
人
本
部
か
ら
各
施
設
へ
研
修
の
案
内

を
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、職
員
の
課
題
や
業
務
目
標
に
合
わ
せ

た
研
修
の
受
講
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
研
修
で
の
学
び
を
実
際
の
支
援
に
生

か
す
仕
組
み
と
し
て
は
、研
修
受
講
後
に

報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
施
設
内

で
回
覧
し
た
り
、施
設
内
で
の
勉
強
会
で

発
表
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。あ
る
施
設
で

は
、外
部
研
修
を
受
け
た
職
員
か
ら
の
提

案
で「
自
主
研
究
チ
ー
ム
」が
結
成
さ
れ
、

施
設
全
体
で
ケ
ア
の
質
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、研
修
で
得
た
気
付
き

を
共
有
す
る
仕
組
み
や
場
を
意
図
的
に

つ
く
る
こ
と
で
、職
員
自
ら
の
問
題
意
識

を
高
め
、支
援
の
質
向
上
の
た
め
に
進

ん
で
行
動
で
き
る
人
づ
く
り
と
職
場
風

土
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
楽
々
む
ら
で
は
、新
任
職
員
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
る
。そ
の
手
法
は
大
き

く
２
点
あ
る
。1
点
目
は
、新
任
職
員
の

育
成
目
標
を
明
確
に
し
た
上
で
、身
に

付
け
る
べ
き
到
達
目
標
を
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
化
す
る
こ
と
。2
点
目
は
、新
任
職
員

の
身
近
な
相
談
役
と
な
る
O
J
T
担
当

者
制
度
※
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
は
、新
任
職
員
が
入

職
１
カ
月
で
身
に
つ
け
る
べ
き
事
項
を
、

「
基
礎
力
の
向
上
到
達
目
標
」と
し
て

「
見
え
る
化
」し
て
い
る
。具
体
的
な
行

動・能
力
に
落
と
し
込
み
、項
目
ご
と
に

「
分
か
る
」「
で
き
る
」と
い
う
表
現
で
到

達
度
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま

た
、知
識・技
術
だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム
ワ

ー
ク
や「
ホ
ウ・レ
ン・ソ
ウ
」な
ど
組
織

人
と
し
て
必
要
な
姿
勢
や
行
動
に
つ
い

て
も
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、新
任
職
員
と

O
J
T
担
当
者
が
振
り
返
り
を
行
い
、

達
成
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。振
り
返

り
は「
で
き
る・で
き
な
い
」の
チ
ェ
ッ
ク

よ
り
も
、職
員
の
不
安
な
点
を
確
認
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
て
い

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。新
任
職
員
の

育
ち
方
や
教
え
方
に
は
個
人
差
も
あ
る

た
め
、原
則
は
全
項
目
が
で
き
る
ま
で

O
J
T
担
当
者
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

新
任
職
員
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、O
J
T
担
当
者
は
、3
〜
4
年
目
の

職
員
が
担
う
。新
任
職
員
に
日
常
的
に

指
導
し
た
り
、相
談
に
乗
る
こ
と
で
新

任
職
員
が
職
場
に
な
じ
み
、安
心
し
て

職
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

担
当
者
の
力
量
や
職
場
と
し
て
の
フ
ォ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
の
学
び
を
支
援
に

生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
〜
社
会
福
祉

法
人
み
つ
み
福
祉
会（
丹
波
市
）〜

事
例
2

職
場
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

新
任
職
員
育
成
〜
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム「
楽
々
む
ら
」〜（
豊
岡
市
）

事
例
3

法人内の新規採用者向け研修会で自主研究チームの取り
組みを発表

「楽々むら」における
新任職員の育成目標

①社会人・組織人・職業人の自覚
　を身につける

②職場の理念を理解して日々の
　実践ができる

③担当業務に必要な基本的な知
　識・技術を習得し、実践できる

④自己啓発意欲を養い、将来に
　向け自己目標が考えられる

※「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
」と
は
、新
任
職
員
の
身
近

　
な
相
談
役
に
な
る
と
と
も
に
、仕
事
に
お
け

　
る
お
手
本
役
に
な
る
職
員
。新
任
職
員
と
経

　
験
や
年
齢
が
近
い
中
堅
職
員
か
ら
任
命
さ
れ

　
る
こ
と
が
多
い
。

人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト

事例集もホームページよ
りダウンロードできます！

Action
（研修の改善）

Plan
（計画の立案）

Check
（研修の評価）

Do
（研修の実施）
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れ
て
い
る
の
が
、計
画
的・継
続
的
な
職

員
育
成
の
た
め
の
研
修
体
系
の
整
備
な

ど
、社
会
福
祉
従
事
者
が
や
り
が
い
を
持

っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
の
職
場
研
修

の
仕
組
み
づ
く
り
だ
。

職
場
研
修
の
3
つ
の
形
態

　
で
は
、職
場
研
修
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
か
。一
般
的
に
は
職
場
内
の
勉

強
会
や
外
部
研
修
へ
の
派
遣
な
ど
、職
務

を
離
れ
て
の
研
修
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
27
年
2
月
に
と

り
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、団
塊
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
2
0
2
5
年
に
は
、現
状

の
ま
ま
だ
と
約
30
万
人
の
介
護
人
材
が

不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

同
じ
く
厚
生
労
働
省
が
1
月
に
策
定
し

た「
保
育
士
確
保
プ
ラ
ン
」に
よ
る
と
、保

育
の
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る
平
成
29
年

ま
で
に
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、40

万
人
の
受
け
皿
整
備
と
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、障

害
分
野
で
も
利
用
者
の
権
利
擁
護
や
自

立
支
援
に
向
け
た
専
門
性
を
備
え
た
福

祉
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て
は
、「
す

そ
野
を
拡
げ
る
」（
多
様
な
福
祉
人
材
の

参
入
を
図
る
）こ
と
と
、各
社
会
福
祉
法

人・事
業
所
で
の「
道
を
作
る・長
く
歩
み

続
け
る
」（
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
）と
の
両
輪
の
取
り
組
み
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る（
図
表
1
参
照
）。

　
こ
う
し
た
福
祉
人
材
の
質・量
両
面
で

の
確
保
に
向
け
、各
福
祉
職
場
で
求
め
ら
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■図表1 介護人材確保の具体的な方策

■図表2 研修形態の比較表

■図表3 職場研修のPDCAサイクル

　少子高齢化などを背景として、今後ま
すます多くの福祉人材の確保・定着ととも
に、専門職自身の資質向上が必要となっ
てくる。こうした中、各福祉職場では、職員
を育成するための研修体系の整備や福祉
従事者がやりがいを持って働き続けられ
るための人材育成の仕組みづくりに取り
組んでいる。
　今回の特集では、「福祉職場における人
材育成」をテーマに、その目的や実践事例
に基づく効果的な進め方を紹介する。

　研修所の専任のアドバイザーが直
接職場を訪問し、研修担当者等のパ
ートナーとなって職場研修の実施を
サポートします。アドバイザー派遣に
かかる費用は全て無料です。派遣を
希望される場合は、研修所ホームペ
ージをご参考ください。

問兵庫県社会福祉研修所
　TEL 078-367-3001
E-mail kensyu@hyogo-wel.or.jp

職場研修アドバイザーのご案内
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職
場
研
修
を

進
め
る
た
め
に

福
祉
人
材
確
保・育
成
を

め
ぐ
る
課
題

参入促進
1.すそ野を拡げる
人材のすそ野の拡大を進め、多様な人材の参入促進を
図る

労働環境・
処遇の改善

資質の向上

2.道を作る
本人の能力や役割分担に応じたキャリアパスを構築する

3.長く歩み続ける
介護の仕事についた者の定着促進を図る

4.山を高くする
専門性の明確化・高度化で、継続的な質の向上を促す

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる㉕
福祉職場における人材確保・育成

事
例
か
ら
み
え
る
こ
と

　
以
上
の
事
例
か
ら
、福
祉
職
場
に
お
け

る
人
材
育
成
を
進
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

①
職
員
参
加
で
人
材
育
成
の
仕
組
み
を
つ
く
る

　
事
例
1
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
職
員
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意

識
を
持
ち
寄
り
、協
議
の
中
か
ら
人
材
育

成
方
針
を
作
成
す
る
こ
と
が
、職
場
の
実

態
に
見
合
っ
た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く

り
に
な
る
。

②
職
場
研
修
の
基
盤
を
つ
く
る

　
基
盤
づ
く
り
と
は
、法
人
理
念
に
沿
っ

た
人
材
育
成
方
針
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
系

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、実
行
の
た
め
に
職

場
研
修
を
進
め
る
権
限・役
割
を
担
う
担

当
者
を
選
任
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、事
例
3
の
よ
う
に
新
任
職
員
の

O
J
T
担
当
者
に
向
け
た
研
修
を
行
い
、

担
当
者
を
支
え
る
仕
組
み
を
組
織
全
体

で
つ
く
る
こ
と
や
、管
理
者
等
が
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
し
、担
当
者
を
複
数
配
置
し
て

チ
ー
ム
で
推
進
で
き
る
体
制
を
と
る
な

ど
の
体
制
づ
く
り
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

③
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
実
践
す
る

　
P
D
C
A
の
基
に
な
る
計
画
に
は
2

種
類
あ
る
。一
つ
は
、人
材
育
成
方
針
に

基
づ
く
中
長
期
プ
ラ
ン
。こ
れ
に
は
、法

人
と
し
て
求
め
る
職
員
像
と
、階
層
や
職

種
ご
と
に
必
要
な
資
質・能
力
を
明
確
に

し
、現
状
の
到
達
点
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
が
、単
年
度
の
研
修
計
画

で
あ
る
。こ
の
計
画
も
、研
修
テ
ー
マ
と

研
修
所
の
職
場
研
修
支
援

の
取
り
組
み

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、研
修
方
法
だ
け
で

な
く
、各
研
修
の
狙
い
や
目
標
が
重
要

に
な
る
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
研
修
を

実
施
す
る
際
は
、目
標
を
明
確
に
し
、計

画
立
案
―
研
修
実
施
―
評
価
―
改
善
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル（
図
表
3
参
照
）を

意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。特
に
、実
施
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

活
用
し
て
評
価
し
、次
回
に
向
け
て
改
善

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
研
修
所
で
は
、従
来
か
ら

O
J
T
担
当
者
や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を

対
象
と
し
た
集
合
研
修
を
開
催
し
、職

場
で
の
人
材
育
成
の
必
要
性
や
実
践
方

法
の
普
及
に
努
め
て
き
た
。こ
れ
に
加
え
、

平
成
25
年
度
か
ら
は
、専
任
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
直
接
職
場
を
訪
問
し
、各
職
場

の
個
別
事
情
に
合
わ
せ
た
職
場
研
修
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る「
職
場
研
修
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、今
回
紹
介
し
た
施
設・事
業

所
の
ほ
か
、独
自
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
人

材
育
成
に
取
り
組
む
施
設・事
業
所
を
取

材
し
、そ
の
実
践
の
経
験
知
を『
事
例
か

ら
学
ぶ
職
場
研
修
の
す
す
め
方
』と
し
て

ま
と
め
、冊
子
を
発
行
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
事
例
か
ら
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
、各
職
場
の
実
情
に
合
わ
せ
た
職
場
研

修
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
豊
岡
市
社
協
は
、職
員
参
加
で
研
修

体
系
づ
く
り
を
含
め
た
人
材
育
成
方
針

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、「
職
員
研
修

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」を
中
心
に
検
討
を

進
め
た
。

　
同
会
議
は「
め
ざ
す
職
員
像
」と
職
場

研
修
の
現
状
分
析
に
基
づ
く
方
向
性
、研

修
体
系
の
た
た
き
台
を
作
成
す
る
役
割

を
担
い
、新
任
職
員
か
ら
中
堅
職
員
、指

導
的
職
員
ま
で
部
局
横
断
で
7
人
の
職

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。会
議
で
は
全
職

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、職
場
に

お
け
る
人
材
育
成
の
現
状
や
め
ざ
す
職

員
像
に
関
連
す
る
設
問
を
設
け
た
。こ
れ

ら
の
調
査
結
果
を
メ
ン
バ
ー
で
分
析
し
人

材
育
成
の
到
達
点
や
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、職
員
像
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
見
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
法
人

理
念・使
命
を
踏
ま
え
、職
員
が
理
解
し

や
す
く
業
務
で
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き

る
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
、議
論
を
重
ね
た
。

　
延
べ
13
回
の
会
議
を
経
て
、最
終
的
に

は
め
ざ
す
職
員
像
と
そ
こ
に
到
達
す
る

た
め
の
職
員
の
姿
勢
を
6
つ
の「
活
動
心

訓
」と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。こ
う
し
た

話
し
合
い
を
重
ね
て
完
成
し
た「
人
材
育

成
基
本
方
針
」に
は
、法
人
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
※
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
新

任
職
員
育
成
の
た
め
の
O
J
T
担
当
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
、具
体
的

な
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
の
議
論
に
は
、

か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。し
か
し
、全

職
員
の
声
を
大
切
に
し
、メ
ン
バ
ー
が
こ

れ
か
ら
の
組
織
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

議
論
す
る
こ
と
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図

り
、検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
自

身
の
研
修
に
対
す
る
価
値
観
を
変
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。議
論
の
過
程
そ
の

も
の
が
組
織
の
中
核
に
な
る
人
材
育
成

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。平
成
27

年
度
か
ら
は
人
材
育
成
基
本
方
針
の
具

体
化
に
向
け
、O
J
T
担
当
者
の
選
任
や

S
D
S
の「
資
格
取
得
経
費
助
成
要
網
」

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

職
員
み
ん
な
で
考
え
る
方
針
づ
く
り

〜
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜

事
例
1

※「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」と
は
、仕
事
の
経
験
歴
を
通

　
じ
、自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
し
て
い
く
道
筋

　
の
こ
と
。

と
が
多
い
が
、そ
れ
ら
を
生
か
す
上
で
も

重
要
と
な
る
の
が
O
J
T
と
い
わ
れ
る

職
務
を
通
じ
て
の
研
修
で
あ
る（
図
表
2

参
照
）。集
合
研
修
に
参
加
し
た
職
員
が

良
い
気
付
き
を
得
た
と
し
て
も
、O
J
T

が
な
け
れ
ば
研
修
で
の
学
び
が
業
務
に

5.標高を定める
限られた人材を有効活用するため、機能分化を進める

生
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

職
場
研
修
の
形
態
と
特
徴
を
理
解
し
た

上
で
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

職
場
研
修
の
効
果
的
な
進
め
方

　
県
内
の
各
法
人・施
設
で
は
、「
人
材
育

成
の
基
本
は
職
場
か
ら
」の
観
点
で
、職

場
の
実
態
や
職
員
の
力
量
に
合
わ
せ
、さ

ま
ざ
ま
な
職
場
研
修
が
実
践
さ
れ
て
い

る
。次
に
、職
場
研
修
を
通
じ
た
効
果
的

な
人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、県
内
の

各
法
人・施
設
で
の
職
場
研
修
の
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
す
る
。

出典：社会保障審議会 福祉人材確保専門委員会報告書「2025年に向けた介護
　　 人材の確保」（平成27年2月）

形態・概要研修・制度
ＯＪＴ

（職務を通じて
の研修）

特 長 適した研修内容
職場の上司（先輩）が職務を通じ
て、または職務と関連させながら、
部下（後輩）を指導・育成する研修

日常的な業務の中で、職員の個
性や能力レベルに応じた実践的
できめ細かな指導が可能

実践的なスキル、組織における価
値観や態度等の習得

ＳＤＳ
（自己啓発
援助制度）

職場内外での自主的な自己啓発
活動を認知し、経済的・時間的な
援助や施設の提供などを行うこと

個々の職員の志向や意欲に応じ
て機会を与えることができる。職
員の意欲を高め、育成的な職場
風土づくりに役立つ

資格の取得、学会活動への参加、
対外的な発表活動等

ＯＦＦ-ＪＴ
（職務を離れての

研修）

①職場内の集合研修
職場の中で、業務とは別に設け
て行われる集合研修
②派遣研修
外部で開催される研修に参加す
る形で行われる研修

職場としての明確な目的やテー
マのもと、効率的、集中的に学習
することができる
専門的知識をもつ講師から学べる。
他の施設の受講者とのコミュニケ
ーションを通じて、視野が広がる

業務の基礎となる知識の習得、
知識・情報の伝達、勉強会、事例
研修会等
階層や職種ごとに求められる専
門的知識・技術の習得、専門分野
の最新の動向等

豊岡市社協の人材育成基本方針
〈めざす職員像〉
地域福祉を推進するプロフェッショナルとして、自ら考え、果
敢に挑戦する職員

〈活動心訓〉
1.地域に出向き常に気づきのアンテナを張り、ニーズをキャ
　ッチする
2.社会資源を活用し、ネットワークの力で地域を支える
3.課題解決に向けて積極的に働きかける
4.常に向上心を持ち、福祉のプロとしての能力を高める
5.自覚と誇りを持ち、職員同士が連携して業務を遂行する
6.信頼され開かれた社協づくりをすすめる

　
20
以
上
の
施
設
を
運
営
す
る
み
つ
み

福
祉
会
で
は
、大
規
模
法
人
の
強
み
で

あ
る
法
人
内
の
集
合
研
修
と
外
部
へ
の

派
遣
研
修
の
2
つ
の
O
F
F

－

J
T
を

活
用
し
て
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
。

　
法
人
内
の
研
修
は
、特
に
若
手
職
員
の

育
成
と
定
着
を
め
ざ
し
て
新
規
採
用

時
、採
用
半
年
後
、年
度
末
、2
年
目
、3

年
目
に
実
施
。研
修
で
は
、法
人
理
念
の

理
解
や
対
人
援
助
職
者
と
し
て
の
知
識

と
心
構
え
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描

く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
と
と

も
に
、業
務
の
目
標
設
定
や
振
り
返
り
を

丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。こ
れ
に
加
え
、外

部
研
修
を
利
用
し
、よ
り
専
門
的
な
知

識・技
術
を
学
ぶ
た
め
の
課
題
別・テ
ー

マ
別
の
研
修
へ
も
職
員
を
積
極
的
に
派

遣
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
研
修
受
講
は
場
当
た
り
的

な
も
の
で
は
な
く
、各
施
設
で
の
年
間
の

研
修
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、職
員
個
々
の
研
修
受
講
履
歴

ロ
ー
体
制
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

楽
々
む
ら
で
は
、こ
の
制
度
を
中
堅
職

員
の
意
図
的・計
画
的
な
成
長
の
機
会

と
し
て
位
置
付
け
て「
新
任
職
員
指
導

者
研
修
」を
実
施
。育
成
の
意
義
や
目
標

を
共
有
し
、自
覚
的
に
役
割
が
発
揮
で

き
る
よ
う
な
動
機
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
担
当
者
の
自
覚
が
生
ま
れ

る
と
と
も
に
、育
成・指
導
の
全
て
を
担

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
負
担

感
の
払
拭
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

を
法
人
全
体
で
管
理
し
、必
要
に
応
じ
て

法
人
本
部
か
ら
各
施
設
へ
研
修
の
案
内

を
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、職
員
の
課
題
や
業
務
目
標
に
合
わ
せ

た
研
修
の
受
講
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
研
修
で
の
学
び
を
実
際
の
支
援
に
生

か
す
仕
組
み
と
し
て
は
、研
修
受
講
後
に

報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
施
設
内

で
回
覧
し
た
り
、施
設
内
で
の
勉
強
会
で

発
表
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。あ
る
施
設
で

は
、外
部
研
修
を
受
け
た
職
員
か
ら
の
提

案
で「
自
主
研
究
チ
ー
ム
」が
結
成
さ
れ
、

施
設
全
体
で
ケ
ア
の
質
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、研
修
で
得
た
気
付
き

を
共
有
す
る
仕
組
み
や
場
を
意
図
的
に

つ
く
る
こ
と
で
、職
員
自
ら
の
問
題
意
識

を
高
め
、支
援
の
質
向
上
の
た
め
に
進

ん
で
行
動
で
き
る
人
づ
く
り
と
職
場
風

土
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
楽
々
む
ら
で
は
、新
任
職
員
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
る
。そ
の
手
法
は
大
き

く
２
点
あ
る
。1
点
目
は
、新
任
職
員
の

育
成
目
標
を
明
確
に
し
た
上
で
、身
に

付
け
る
べ
き
到
達
目
標
を
チ
ェッ
ク
シ
ー

ト
化
す
る
こ
と
。2
点
目
は
、新
任
職
員

の
身
近
な
相
談
役
と
な
る
O
J
T
担
当

者
制
度
※
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
は
、新
任
職
員
が
入

職
１
カ
月
で
身
に
つ
け
る
べ
き
事
項
を
、

「
基
礎
力
の
向
上
到
達
目
標
」と
し
て

「
見
え
る
化
」し
て
い
る
。具
体
的
な
行

動・能
力
に
落
と
し
込
み
、項
目
ご
と
に

「
分
か
る
」「
で
き
る
」と
い
う
表
現
で
到

達
度
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま

た
、知
識・技
術
だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム
ワ

ー
ク
や「
ホ
ウ・レ
ン・ソ
ウ
」な
ど
組
織

人
と
し
て
必
要
な
姿
勢
や
行
動
に
つ
い

て
も
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、新
任
職
員
と

O
J
T
担
当
者
が
振
り
返
り
を
行
い
、

達
成
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。振
り
返

り
は「
で
き
る・で
き
な
い
」の
チ
ェ
ッ
ク

よ
り
も
、職
員
の
不
安
な
点
を
確
認
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
し
て
い

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。新
任
職
員
の

育
ち
方
や
教
え
方
に
は
個
人
差
も
あ
る

た
め
、原
則
は
全
項
目
が
で
き
る
ま
で

O
J
T
担
当
者
が
関
わ
っ
て
い
る
。

　

新
任
職
員
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、O
J
T
担
当
者
は
、3
〜
4
年
目
の

職
員
が
担
う
。新
任
職
員
に
日
常
的
に

指
導
し
た
り
、相
談
に
乗
る
こ
と
で
新

任
職
員
が
職
場
に
な
じ
み
、安
心
し
て

職
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

担
当
者
の
力
量
や
職
場
と
し
て
の
フ
ォ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
の
学
び
を
支
援
に

生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
〜
社
会
福
祉

法
人
み
つ
み
福
祉
会（
丹
波
市
）〜

事
例
2

職
場
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

新
任
職
員
育
成
〜
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム「
楽
々
む
ら
」〜（
豊
岡
市
）

事
例
3

法人内の新規採用者向け研修会で自主研究チームの取り
組みを発表

「楽々むら」における
新任職員の育成目標

①社会人・組織人・職業人の自覚
　を身につける

②職場の理念を理解して日々の
　実践ができる

③担当業務に必要な基本的な知
　識・技術を習得し、実践できる

④自己啓発意欲を養い、将来に
　向け自己目標が考えられる

※「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
」と
は
、新
任
職
員
の
身
近

　
な
相
談
役
に
な
る
と
と
も
に
、仕
事
に
お
け

　
る
お
手
本
役
に
な
る
職
員
。新
任
職
員
と
経

　
験
や
年
齢
が
近
い
中
堅
職
員
か
ら
任
命
さ
れ

　
る
こ
と
が
多
い
。

人
材
育
成
の
ヒ
ン
ト

事例集もホームページよ
りダウンロードできます！

Action
（研修の改善）

Plan
（計画の立案）

Check
（研修の評価）

Do
（研修の実施）
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「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンに、あなたも参加してみませんか？
　少子高齢化やライフスタイル・意識の変化、長引く
不況などから、家族や地域、職場のつながりや支え合
いが薄れているといわれています。このような社会状
況は、「無縁社会」と呼ばれています。
　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンは、県内
の福祉・経済・労働など分野の異なる18団体を幹事団

体として、「無縁社会」への警鐘を鳴らし、県民の皆さん
と共に課題を共有して一歩を踏み出すための取り組
みです。推進協議会が中心となり、２１２団体（５月３１日
現在）の推進団体と共に、情報発信や地域フォーラム
などの事業を展開しています。あなたにできることか
ら、一歩を踏み出してみましょう！

キャンペーンに参加する3つの方法
キャンペーン推進団体として

参画同意書をご提出ください
※専用ホームページ（http://stop-muen.jp）に掲載

協賛イベントを行う 協賛金に協力する

事務局までお申し出ください
（県社協 TEL 078-242-4633）

●キャンペーンの趣旨に賛同する団体で、
　特別な参加要件はありません（会費不要）。

●各団体で実施される研修会やイベントを、
　「協賛事業」として開催してください。

●このキャンペーンは、皆さまからの協賛
　金によって進められます。

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　
同
工
場
で
は
、高
砂
市
社
協
が
企
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
事
業
と
し
て
行
っ
た「
わ

く
わ
く
ド
キ
ド
キ
工
場
見
学
」か
ら
始
ま

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
、地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。こ
の
取
り

組
み
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
障
害
者
の
話

を
一
生
懸
命
に
聞
き
、一
緒
に
し
ょ
う
ゆ

づ
く
り
体
験
や
工
場
見
学
を
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、同
工
場
で
は
工
場
見
学
に
合

わ
せ
て
、近
隣
の
知
的
障
害
者
の
小
規
模

作
業
所
で
作
ら
れ
た
お
菓
子
の
販
売
会
も

行
っ
て
お
り
、見
学
に
訪
れ
る
方
々
や
社

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
食
品
株

式
会
社
高
砂
工
場
で
は
、

障
害
者
支
援
施
設
や
老
人

福
祉
施
設
等
の
利
用
者
の

工
場
見
学
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
な
が
ら
、誰
も
が
安
全
で
楽
し
く

見
学
が
で
き
る
工
場
を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、社
員
に
よ

る
車
椅
子
の
講
習
会
だ
。高
砂
市
社
協
の

指
導
を
受
け
て
、車
椅
子
の
操
作
を
学
び
、

見
学
コ
ー
ス
に
危
険
な
と
こ
ろ
が
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、社

員
の
意
識
が
高
ま
り
、「
一
人
で
も
多
く

の
方
に
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、喜
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
積
極
的
な
思
い

も
後
押
し
し
て
、車
椅
子
で
も
見
学
し
や

す
い
よ
う
に
見
学
コ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
窓

を
低
く
し
た
り
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
た
り
と
、見
学
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
な
が
っ
た
。さ
ら
に
、同
工
場
の
食

育
活
動
に
お
け
る「
し
ょ
う
ゆ
づ
く
り
体

験
」で
は
、年
齢
や
障
害
等
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
、来
場
者
一
人

一
人
に
合
っ
た
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

員
に
、作
業
所
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
に

つ
い
て
の
理
解
を
広
め
、お
互
い
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
、高
砂
市
や
近
隣
企
業
と

一
緒
に
な
っ
て
、夏
休
み
中
に
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
招
い
た
り
、ト
ラ
イ
や
る
ウ

ィ
ー
ク
や
教
職
員
研
修
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
た
り
と
、同
工
場
は
多
様
な
人
た
ち

が
集
い
な
が
ら
、楽
し
い
時
間
を
共
に
過

ご
す
場
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。企
業

と
地
域
住
民
の
垣
根
を
超
え
た
、地
域
の

新
た
な
つ
な
が
り
を
育
む
場
と
し
て
、今

後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ
て
い

く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

誰
も
が
見
学
で
き
る

工
場
を
実
現

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　キッコーマン食品株式会社高砂工場では、障害者支
援施設、老人福祉施設からの工場見学を受け入れて
いるよ。見学を希望する全ての人を迎えたいという社
員の温かい応対で、みんなが楽しみながら学習できる
取り組みなんだ。

取材を終えて
　同工場では普段の業務の中で社会貢献活動
が自然に行われています。誰もが地域社会の一
員として安心して暮らせるユニバーサル社会づ
くりは、このようなさまざまな担い手の地道な活
動から実現していくのだと感じました。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

工場見学から広がる
共生のまちづくり
～キッコーマン食品株式会社高砂工場による社会貢献活動の取り組み～

キッコーマン食品株式会社
高砂工場総務グループ
高砂市荒井町新浜1-1-1
TEL 079-442-2131

メッセージ

地
域
の
つ
な
が
り
を
育
む
場

誰もが楽しく見学できる工場を目指す

社会福祉法人の原点に立ち返って「無縁社会」に立ち向かおう！
　兵庫県社会福祉法人経営者協議会（経営協）は、社
会福祉施設等の経営主体で構成する県域団体で、そ
の社会的評価を高めながら、社会福祉の発展に寄与す
ることを目的としています。
　これまで、社会福祉法人の経営に関する調査研究事
業やセミナーなどの開催を通じて、「施設機能の開放」
「災害時の要援護者支援」等の社会貢献活動について
検討してきました。最近では、社会福祉法人の在り方
が問われる中、県内の法人を対象に調査や個別支援を
行い、身近な地域での相談窓口の開設、市区町域での
連絡協議会の組織化を全県的に進めています。
　地域社会では、核家族化や単身世帯の増加などに
伴う社会的なつながりの希薄化が叫ばれ、社会的孤立
が課題となっています。また、制度の狭間の問題、複合
的な問題など一つの窓口・機関だけでは解決できない
課題が発生しています。
　社会的孤立の問題は、都市部でも農山間地でも、そ
して子どもから高齢者に至るまで、各層で深刻化して

います。
　社会福祉法人には、福祉サービスを利用する方々へ
の支援だけではなく、家族や地域社会へのアプローチ
や、地域に根付いた福祉拠点になっていくことが期待
されています。人口減少や高齢化を悲観するのではな
く、時代の変化に対応しつつ、これまで築いてきた知
恵や資源を生かして豊かな地域社会づくりの好機にし
ていくことが大切です。
　社会福祉法人が原点に立ち返って、みんなで支え合
う仕組みづくりを各地域で進めていくことが、地域の
福祉力を高めることにもつながります。「無縁社会」に
立ち向かい、乗り越えるための取り組みを、地域の中
に広げていきましょう。

兵庫県社会福祉法人経営者協議会
会長 婦木 治さん

多くの方の来場を得て地域のふれあいの場に
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　今回の計画策定時に行った住民アンケートでは、「支
援が必要になったとき、近所の人にしてほしい手助け
は？」という質問に、「声掛け・見守り」と答えた人が7割に
上った。これまでも社協では、近隣同士のつながりづく
りや見守りのために、ボランティアや老人クラブと共に、
集落ごとのミニ
デイ・サロンの普
及や一人暮らし
高齢者等への給
食サービスの実
施に力を入れて
きた。
　しかし最近で
は、見守りニーズが増加する一方で、足腰が弱ってサロ
ンに参加できない人が増えるとともに、給食サービスも
ボランティアが減少しており、住民から新たな見守りの
仕組みづくりを求める声が挙げられている。
　今後、社協では計画の重点事業として、地域包括支援
センターとの連携により各集落の区長や民生委員・児
童委員、老人クラブ、ボランティア等と協議を重ね、モデ
ル地区を指定したり、さまざまな見守りの方法を示した
りしながら、全集落で実情に応じた見守り活動の実施を
進めていく予定だ。計画策定をきっかけとして、支え合
いの地域づくりが一層推進することが期待される。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

神河町社会福祉協議会
TEL 0790-32-2303
神河町社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

住民の生活ニーズに応える 全集落での見守り活動を目指して

　神河町では、交通事情に対する住民の不安や、高齢者の単身化による孤立感への対応が大きな課題になっている。このた
び「第2次地域福祉推進計画」を策定した町社協では、これらを「みんなの問題」として、新たな支え合いの仕組みづくりを進め
ようと、「全ての人が孤立しないまちづくり」や「お互いさまと言い合える地域づくり」を主な柱に掲げて活動を進めている。

　月１回、町の中心部のスーパーには、たくさんの買
い物袋を提げた高齢者らの姿がある。社協の「お買
い物送迎サービス」の日だ。住民の主な交通手段は
自家用車や町が運行する巡回バスだが、車椅子を使
う方が通院したいときや、一人暮らしの高齢者がたく
さんの買い物をしたいときは、これらの手段では外
出が難しい。このため社協では、住民からの要望を受
け、高齢者等を対象に、病院や店舗への送迎事業を
“ドア・ツー・ドア”のスタイルで行っている。さらに、高
齢化や単身化を背景に、外出支援に限らず、「ゴミ出
しや買い物等を手伝ってほしい」というニーズも高
まっている。
　これらのニーズを受けて、今後は地域の助け合い
に関心の高い定年後の男性等を新たな担い手として
育成を図るとともに、近隣同士のちょっとした手伝い

や見守りをどう
広げるかについ
て、住民との話
し合いを進めつ
つ、「お互いさ
ま」で助け合う
地域づくりを目
指している。

“お互いさま”で
支え合う地域づくりを目指して

　「住民アンケートでは、住民同士で
できることを模索している人がたくさ
んいることが分かった。住民と社協が
それぞれの強みを生かして、みんな
で地域の課題を乗り越えたい」と語
る社協職員。住民と共に生活課題へ
立ち向かおうという強い使命感を感
じました。

　私たちの住む神河町は、25年先には人口が今の7割以下に減少し、高
齢化率は40％を超え、町そのものが消滅してしまう可能性があるともみ
られています。
　今大切なことは、私たちが置かれている現状をしっかり認識し、支え
合いや助け合いの精神を育みながら、一人一人が幸せを実感できる地
域社会を目指していくことではないでしょうか。
　私たちが持っているやさしい心、そして思いやりの心を一つ一つ織り重ね合いながら、生き
がいに満ちた魅力あふれる地域となっていくことを願っています。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 神河町社会福祉協議会　会長　中野 正義

ある集落でのミニデイ。ほぼ全集落
でミニデイが開催されている

「お買い物送迎サービス」を利用する
住民。現在、3つの集落でモデル実施中

小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

広げよう！ 地域の安心拠点

地域の概況地域の概況地域の概況

～宝塚市長尾地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

長尾ふれあいひろば　宝塚市山本南2-10-2　TEL 0797-20-0791（火、木曜日13:00～16:00）

住民と専門職の
協議・協働を促進

　長尾地区
では、これま
でも高齢者
や親子向け

の防災教室を開催するなど災害時の備えを呼び
掛けてきたが、同ひろばで防災・減災について学
習・協議を進める中で、地区全体をカバーする計
画が必要と考え、新たに「地区防災計画」の策定
を予定している。
　策定に向けて、地区全体の防災教室と防災セ
ミナーによる体験的学習・啓発のほか、住民と共
に災害時に活用できる資源の調査も行い、なじ
みの関係を大切にしながら住民と専門職による
防災活動の強化を図っていくこととしている。
　安心地区推進協議会の座長・副座長は、「防災
活動は“まちづくり”につながる大切な取り組み」
と力を込めて話してくれた。

　これらの取り組みの他にも、
住民の参加と交流の機会とし
て「地域つながるコンサート」を
企画するなど、同地区の活動
はさらに広がりをみせており、
拠点から生み出される新たな
活動にも期待が寄せられる。

　市東部に位置し、日本三大植木産地
の一つとして歴史的に有名な山本地
域を含む。高齢者数は増えているもの

の、平成7年頃から多くの田畑がマンションや宅地に変わり、子育
て世帯が大幅に増加した。児童数約1,200人の小学校もある。
　各小学校区では、従来から誰もが参加できるふれあいサロン
や食事会、親子ひろば、見守りなどの住民の支え合い活動が盛
んで、拠点整備を契機として、住民と専門職の連携・協働による
新たな取り組みへの機運が高まっている。

　「世代を超
えたつながり
が必要」「災害
時も支援を要

する人のサポートを考えたい」「自治会未加入
者にも情報を届けたい」。
　長尾地区のまちづくり協議会と民生委員児
童委員協議会、自治会連合会では、多年にわた
る高齢者・障害者・子育て世帯との関わりと、阪
神・淡路大震災や水害の被災体験をもとに、上
記のような地区の課題について熱心に話し合
いを重ね、協力しながら解決に向けて取り組ん
できた。各組織の代表者は、「活動者・物品・資
金・情報がつながることで地区全体が良くなる
ことを実感した」と口をそろえる。
　平成24年2月には、県事業の受託をきっかけ
に、地区全体のことを考える組織として新たに
長尾安心地区推進協議会を設立。住民の
声をもとに地区内3拠点の備品整備とバ
リアフリー改修を行った。このうち「長尾
ふれあいひろば」では、構成員の地域組織
と市社協、福祉施設、地域包括支援セン
ター等が定期的に会議を開催。住民と専
門職の連携・協働の基盤が整えられた。

人口：42,051人 　高齢化率：17.7%
世帯数：16,705世帯　
学校：中学校2校、小学校3校

（平成27年3月31日現在）

防災活動を通して
みんなで進めるまちづくり

つながりを大切にした
防災計画づくり

基礎データ

子どもの防災意識を高める～浸水を防ぐ土のう作り～
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ひょうごの福祉

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW

　

5
月
12
日
、兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
協
議
会（
経
営
協
）の
第
35
回
総

会
・
記
念
講
演
会
が
、神
戸
市
中
央
区
の

ザ 

マ
ー
カ
ス
ス
ク
エ
ア
神
戸
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
、経
営
協
の
婦
木
治
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、来
賓
を
代
表
し
て

井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か
ら
、社
会
福

祉
法
人
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
中
、災

害
時
の
福
祉
避
難
所
等
へ
の
対
応
な
ど
、

社
会
福
祉
法
人
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た

地
域
公
益
活
動
の
一
層
の
推
進
を
期
待

し
た
い
旨
、激
励
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告
・

決
算
お
よ
び
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・

予
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、役
員

改
選
に
よ
り
婦
木
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

ま
た
、介
護
保
険
制
度
等
へ
の
対
応
や
全

国
・
近
畿
経
営
協
と
の
連
携
強
化
へ
の
対

応
と
し
て
、副
会
長
が
従
来
の
3
人
か

ら
4
人
の
体
制
に
強
化
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、調
査
研
究
事
業「
地

域
福
祉
推
進
会
議
」の
中
間
報
告
が
行

わ
れ
た
が
、社
会
福
祉
法
人
の
地
域
公

問い合わせ
兵庫県社協 総務企画部　TEL 078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

みんなの広場 兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

近畿児童養護施設研究協議会

　社会福祉施設種別協議会に関連して、平成 27 年度に下記の近畿・全国大会が開催されます。
　内容の詳細は、各協議会等までお問い合わせください。

　

兵
庫
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
関
係
事
業
所
と
求
職
者
の
面
談
の

場
を
設
け
る
こ
と
、福
祉
の
仕
事
へ
の

理
解
を
促
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、左
記
の
通
り
福
祉
の
就
職

総
合
フ
ェ
ア
並
び
に
就
職
説
明
会
を
開

催
す
る
。詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
て
随
時
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

平成27年度第1回福祉の就職フェアのお知らせ

老人福祉事業就職フェアのご案内

日　時　平成27年7月25日（土）13:00～17:00
会　場　神戸国際展示場3号館（神戸市中央区港島中町6-11-1）
対　象　学生・一般求職者（事前申し込み不要）
※共催イベントとして、福祉の就職ガイダンス（11:00～12:00、事前申込制）を開催いたします。
※平成27年度に開催するその他のフェア・説明会の日程は以下の通りです。

近畿救護施設研究協議会

近畿老人福祉施設研究協議会 兵庫・神戸大会
～認知症ケアサミット イン KOBE～ 

日　時　平成27年7月4日(土)
13:00～17:00

会　場　姫路商工会議所
　兵庫県老人福祉事業協会
TEL 078-291-6822
URL http://www.hyogo-kenroukyo.jp/

民間保育所就職フェアのご案内
日　時　平成27年7月5日(日)

13:30～16:00
会　場　神戸ポートピアホテル
　兵庫県保育協会保育士・保育所支援センター
TEL 078-242-4637
URL http://www.hyogo-hoikukyokai.or.jp/

兵庫県福祉人材センター　TEL 078-271-3881

ネパール地震災害義援金募集！
阪神・淡路大震災の被災地からネパールの
地震災害の被災者に温かい支援を！

募集期間　平成27年8月31日（月）まで
募集方法　下記口座への振り込みか、県の地方機
関、市町庁舎等に設置された募金箱へ

　4月25日にネパールで発生した地震により、同国
に甚大な被害が発生しています。
　兵庫県社協では、兵庫県、地方4団体、民間団体に
よる「平成27年ネパール地震兵庫県義援金募集委
員会」に参画し、被災者支援のための義援金の募集
を行っています。
　阪神・淡路大震災を経験した被災地として、県民の
皆さまの温かい支援をお願いいたします。

平成27年度兵庫県介護支援専門員
実務研修受講試験のお知らせ
試験日　平成27年10月11日(日)午前10時開始
会場（予定）　神戸学院大学ポートアイランドキャンパ

ス他（神戸市内）
申込書（第18回受験の手引）の配布
配布期間・申込受付期間
平成27年6月2日（火）～6月30日（火）
配布場所
県内各市区町の介護保険担当窓口、神戸県民セ
ンター県民交流室県民課、各県民局（阪神南、中
播磨は県民センター）健康福祉事務所、但馬県民
局但馬長寿の郷、兵庫県介護保険課、兵庫県社
会福祉研修所
受付方法　兵庫県社会福祉研修所宛て簡易書留に
よる郵送受付（持参による申し込みは不可）
受験料　7，700円
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ご
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内

制度改革の渦中で社会福祉法人の一層の活動強化を目指す

郵便振替口座：00910-1-274983
名義：平成27年ネパール地震兵庫県義援金募集委員会

※上記口座のほか、三井住友銀行、みなと銀行、但馬銀行、JAバ
ンク兵庫にも口座が開設されています。詳細は兵庫県のホー
ムページをご参照ください。

http://w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/

名　称
但馬・丹波・淡路地域対象
福祉の就職説明会

福祉の就職説明会
AUTUMN in HYOGO

第2回福祉の就職総合フェアin HYOGO

開催日

10月16日(金)

10月28日(水)
11月10日(火)
11月26日(木)
3月8日(火)

会　場

神戸サンボーホール

尼崎市総合文化センター
姫路商工会議所
神戸サンボーホール
神戸サンボーホール

兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課
TEL 078-341-7711（内線5352・5386）

兵庫県社会福祉研修所 介護支援専門員試験・研修係
TEL 078-367-5211

日時　平成27年6月9日（火）～10日（水）
会場　ホテルクラウンパレス神戸（神戸市中央区）
参加費　一人12,000円
内容　記念講演「児童養護施設実践の新たなる視座～ソーシャル
ペダゴギーを理解する～」（甲南大学教授　森 茂起氏）、分科会など

　 名鉄観光サービス株式会社神戸支店
　TEL 078-321-5005
　 一般社団法人兵庫県児童養護連絡協議会
　TEL 078-855-5915

日時　平成27年6月18日（木）～19日（金）
会場　舞子ビラ神戸（神戸市垂水区）
参加費　一人8,000円
内容　記念講演「絆を求めて・家族と地域」（ラジオパーソナリ
ティ谷 五郎氏）、分科会など
　 名鉄観光サービス株式会社神戸支店
　TEL 078-321-5005
　 近畿救護施設研究協議会事務局（救護施設南光園）
　TEL 0790-77-0236

日時　平成27年7月16日（木）～17日（金）
会場　神戸ポートピアホテル（神戸市中央区）
参加費　一人10,000円
内容　講演①「野球界におけるリーダー論～野村・長嶋・星野に学
ぶ～」（スポーツコメンテーター　広澤 克実氏）、講演②「高齢者
を知る～認知障害を持つ人の幸せについて 幾つかの道を考
える～」（至誠ホーム ホーム長　橋本 正明氏）、研究分科会など
　 有限会社サーヴィライン トラベル 
　TEL 06-6398-6116
　 一般社団法人神戸市老人福祉施設連盟
　TEL 078-351-6402
　E-mail jimukyoku@kobe-roushiren.jp

きょうされん第38回全国大会inひょうご
日時　平成27年10月9日（金）～10日（土）
会場　神戸国際展示場（神戸市中央区）
　　  きょうされん兵庫支部事務局　TEL 078-582-4016
URL　http://ameblo.jp/hyogosibu/

平成28年度以降、合格者に対する実務研修の内容が大
幅に変わります！

尼崎会場
姫路会場
神戸会場
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I N F O R M A T I O N・ 伝言板

現状の制作物を一新したい
新しい情報を伝えたい
そんなとき、ご相談ください。

イディー  神戸 検索

カタログ、パンフレット、情報誌、ロゴ、広告などの
企画・制作

株式会社 イディー

神戸市中央区海岸通8番 神港ビルヂング5Ｆ
ＴＥＬ 078-331-5255 ＦＡＸ 078-331-7800
http://www.idee-kobe.co.jp

小さな掛金で大きな安心！

兵庫県が提供する「住まい再建のしくみ」
～兵庫県住宅再建共済制度～

区分　　　   年額負担金　　　　　　    被害認定　　　　　  最高給付金
住宅再建共済　　   5,000円　　  　　   半壊以上　　　　　　 600万円
一部損壊特約　　    500円　  一部損壊（損害割合10%以上）　　　 25万円
家財再建共済　　   1,500円　　   半壊以上又は床上浸水　　　   50万円

助成金情報 締切り　平成27年6月30日（火）（期間延長）
●問●申大阪帝塚山ロータリークラブ
　※問い合わせはメールのみで受付
（osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
URL　http://osaka-tezukayama-rc.cocolog-
　nifty.com/

一般財団法人松翁会
平成27年度社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業に助成します。
対象　原則法人・団体であり、次の基準を満たす
こと①障害者の福祉向上案件、および難病案
件、虐待防止案件であること②明確な企画（目
的、内容、資金使途等）に基づく事業で具体的
な計画を持つこと③推進体制が確立しており、
自己資金の調達の努力をしていることなど
助成額　1件10万円以上60万円以内（総額
700万円以内）

締切り　平成27年7月31日（金）必着
●問●申一般財団法人松翁会
　TEL 03-3201-3225
URL　http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_
　shououkai/

第13回高校生福祉文化賞
エッセイコンテスト
「わたしと福祉」をテーマにした高校生のエッ
セイを募集します。
応募資格　高校生
募集分野　①人・家族とのふれあい②わたし
が暮らすまち③日常のなかでつながる世界
④社会のなかの「どうして？」

作品規定　上記の4つの分野から1つを選び、
題名を付け、800字以内のエッセイにまとめる

賞　最優秀賞（各分野から1点ずつ）:賞状・
副賞（奨学金10万円）・記念品、優秀賞（各
分野から2点ずつ）:賞状・副賞（奨学金5万
円）・記念品、審査員特別賞（各分野から1
点ずつ）:賞状・副賞（奨学金3万円）・記念
品、学校賞（優れた作品を多く寄せていた
だいた高等学校）
締切り　平成27年7月31日（金）消印有効
●問●申日本福祉大学
　TEL 052-242-3045
URL　http://www.n-fukushi.ac.jp/50th/
　essay/boshu15/

障がい者の働く場パワーアップフォーラム
（大阪会場）
日時　平成27年7月17日（金）10:00～17:00

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

社会福祉法人清水基金
平成27年度一般助成事業
対象　障害児・者福祉の増進を目的として運
営している民間社会福祉法人の諸事業

助成額　原則1件50万円以上700万円以内（総額
2億4,000万円を予定。助成件数60～70件程度）
※原則申し込み法人が事業費の30％以上を負担

締切り　平成27年6月30日（火）必着
●問●申社会福祉法人清水基金
　TEL 03-3273-3503
URL　http://www1a.biglobe.ne.jp/s-kikin/

公益財団法人みずほ福祉助成財団
平成27年度社会福祉助成金
障害児・者の福祉向上を目的とする先駆的・
開拓的な事業や研究に助成します。
対象　社会福祉法人、特定非営利活動法人等
の非営利法人および任意団体、小規模作業
所等または研究グループ（5人以上で構成）

助成額　事業助成：1件15万円以上120万円以
内、研究助成：120万円以内（総額3,000万円）

締切り　平成27年6月30日（火）消印有効
●問●申公益財団法人みずほ福祉助成財団
　TEL 03-3596-5633
URL　http://homepage3.nifty.com/
　mizuhofukushi/

公益財団法人太陽生命厚生財団
平成27年度事業助成
ボランティアグループ等が在宅高齢者または在
宅障害者等のために、福祉活動や文化活動を行
うために必要な費用または機器、機材、備品等
を整備するための費用に対し、助成します。
対象　地域福祉活動を目的とするボランティア
グループおよびNPO（法人格の有無は不問）
※在宅高齢者等への地域公益事業・生活
支援事業を行う社会福祉法人を含む

助成額　1件10万円以上50万円以内（総額
2,000万円）

締切り　平成27年6月30日（火）必着
●問●申公益財団法人太陽生命厚生財団
　TEL 03-6674-1217
URL　http://www.taiyolife-zaidan.or.jp/

2015年度大阪帝塚山ロータリークラブ
社会奉仕基金助成金
対象　県内で社会奉仕活動を行い、本助成を
平成24年6月以降に受けたことのない団体

助成額　1件上限40万円（合計3団体）　

3日

4日

9～10日

17日

18～19日
19日

22日

1・10日

2日・13日

14日～

15日

16～17日

22日・8月5日

24日
25日

27日～

29日

30日

行事予定
若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター
社協ワーカー実践研究会議（全６
回）◆県福祉センター
福祉行政機関新任職員研修◆県
社会福祉研修所
近畿児童養護施設研究協議会
◆ホテルクラウンパレス神戸
第１回県内社協事務局長会議
◆県福祉センター
近畿救護施設研究協議会◆舞子ビラ
福祉人材確保・定着力向上研修
◆県福祉センター
ホームヘルプ事業者協議会総会
◆県福祉センター
社会福祉援助基礎研修 Ａコース
（全２コース）◆県社会福祉研修所
コミュニティワーク基礎研修◆県
社会福祉研修所
介護支援専門員更新研修Ｂ・再
研修◆県社会福祉研修所他
会計実務担当者研修 基礎編◆県
社会福祉研修所
近畿老人福祉施設研究協議会
◆ポートピアホテル
相談面接技術研修 初級Ａコース
（全２コース）◆県社会福祉研修所
相談面接技術研修 中級Ａコース
（全３コース）◆関西学院大学
経営協理事会・例会◆県福祉センター
第１回福祉の就職総合フェア ｉｎ 
ＨＹＯＧＯ◆神戸国際展示場３号館
保育リーダーゼミナール（全４回）
◆県社会福祉研修所
前頭側頭型認知症の家族交流会
◆県福祉センター
新任職員ＯＪＴ担当者研修 基礎
編◆県中央労働センター

会場　大阪国際会議場
参加費　無料　
定員　200人
●問●申公益財団法人ヤマト福祉財団
　TEL 03-3248-0691
URL　http://www.yamato-fukushi.jp/

募　集募　集

6月

7月

研修・イベント

6月1日は
「善意の日」だよ！

P2

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

特集
「ストップ･ザ･無縁社会」絆つなげる明日へつながる㉕

「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

あなたのまちの社協ナビ

神河町社協
“お互いさま”で支え合う
地域づくりを目指して
広げよう！ 地域の安心拠点

三田市

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

防災活動を通してみんなで進めるまちづくり
～宝塚市長尾地区の取り組み～

福祉職場における人材確保・育成

工場見学から広がる共生のまちづくり
～キッコーマン食品株式会社高砂工場による
社会貢献活動の取り組み～
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認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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